
「国連大学は、あらゆる地域の学術科学共同体、とくに開

発途上国の学術科学共同体を、強力かつ継続的に発展さ

せることを、その研究・研修センター（プログラム）の主要

目的とする…」

［国連大学憲章　第1条第6項］

情報通信技術（ICT）の急速な進歩に加えて研究の国際

化が高まっている現在、実務担当者と研究者が、研究・研

修・知識の普及といった活動をネットワークを通じて行う

必要性がますます高まっている。国連大学は2003年も引

き続き、先端情報通信技術を導入、ネットワーク拡充を

強化した。これにより、国連機関、学界、各分野の学術

団体、民間団体、それにシビルソサエティの代表が幅広

い領域で互いに連携することが可能になりつつある。

国連大学は「ネットワークのネットワーク」とでも呼び

うる存在である。国連大学本部と付属の研究・研修センタ

ー（プログラム）とを結ぶグローバルなネットワークは、

国連大学全体の活動をより深く、幅広いものとしている。

それぞれの研究・研修センター（プログラム）は、特定分野

に特化し、同じテーマを専門とする各国の大学、研究セン

ター、専門家や政策立案者との間に関係を確立している。

国連大学は、知識を共有するためのネットワーク構築と

サポートにも積極的に関わっており、新たなイニシアチブ

を発足させ、優れた実績を持つ研究機関やグループ、国際

機関、経済団体などとの接触を図るとともに、共通の目的

を持つ外部ネットワークにも積極的に参加することによ

り、自らのネットワーク活動活性化に努めている（2003年

の主な合意一覧については、巻末の付属資料参照）。

そうした中で国連大学が特に重視するのが、他の国連

機関との提携関係の強化である（詳細は、次章参照）。一

方で、途上国などの研究機関や関連組織についても、更

なる協力関係強化を目指す（2003年の国連システム外の

協力機関についても付属資料参照）。

以下では、国連大学内部の研究・研修センター（プログ

ラム）のネットワークを概説し、それぞれが現時点で重点

とするテーマについて述べる。そのうえで、国連大学が

メンバーとして参加する主要ネットワークの活動領域を

紹介する。国連大学が主導的役割を担うものもいくつか

ある。

1978年に国連大学地熱エネルギー利用技術研修プログ

ラム（UNU-GTP）が設立されて以来、研究・研修センター

（プログラム）のネットワークは多くの機関に発展したが、

さらに新たな機関に関する計画や協議も進んでいる。こ

の研究・研修センター（プログラム）のネットワークは、国

連大学の活動範囲を独自の形で拡充しており、これによ

って、真の意味でグローバルな視点、世界の学術コミュ

ニティーとの交流拡大、そしてグローバルな人材と資金

を利用することで国連大学の目標達成能力を高めること

にもつながっているといえる。

国連大学研究・研修センター

東京を本拠地とする国連大学高等研究所（UNU-IAS）の

使命は、知識を広げ、政策立案のための学習を促進する

ことにより、持続可能な開発の課題に対処することにあ

る。UNU-IASは2003年、（1）バイオディプロマシー・イ

ニシアチブ、（2）途上国のための科学技術政策オプショ

ン、（3）アーバン・エコシステム、（4）持続可能な開発のガ

バナンス、（5）持続可能な開発のための教育、そして（6）

いしかわ国際協力研究機構（IICRC）の6つのテーマに研究

課題を再編し、焦点をさらに絞り込んだ。

ホームページ：http://www.ias.unu.edu/

多くの開発途上国では、工業の成長に必要なソフトウ

エア専門家が不足しているだけでなく、ソフトウエアに

関する教育や研修を行う人材も慢性的に不足している。

また、国内でのソフトウエア開発が不可欠であるにもか

かわらず、ほとんどの途上国には、ビジネス・ソフトウエ

ア開発の経験があるソフトウエア企業がほとんどない。中

国のマカオにある国連大学国際ソフトウエア技術研究所

（UNU-IIST）の使命は、輸出可能なソフトウエアの自主開

発、大学教育カリキュラムの作成と、国際研究への参加

という重要な領域で途上国が自立した能力を身に付ける

ためのサポートをすることにある。

ホームページ：http://www.iist.unu.edu/

国連大学研究・研修センター（プログラム）
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ガーナのアクラを本拠地とし、ザンビアのルサカに鉱

物資源部を有する国連大学アフリカ天然資源研究所

（UNU-INRA）は、（1）アフリカの研究者と研究機関との

パートナーシップ強化、（2）アフリカの大学における関連

の大学院課程の開発・強化、（3）天然資源管理におけるア

フリカ女性の役割にポイントを置いた研究、（4）アフリカ

の政策立案者に対するタイムリーな情報提供、および

（5）UNU-INRAの活動への域外アフリカ人の参加、を重

点的な課題とする。UNU-INRAの主なプログラム・テー

マは、地力の回復と維持と、アフリカに固有の食用農作

物と有用植物の保全、遺伝的改良および利用増大、の2

点である。

ホームページ：http://www.inra.unu.edu/

情報に基づく政策立案の前提となる研究能力の強化と

政策立案者の教育は、途上国にとって緊急の重要課題で

ある。オランダのマーストリヒトにある国連大学新技術

研究所（UNU-INTECH）は、グローバルな動向と途上国に

とってのその意味合いを分析し、政策立案者と研究者の

能力育成をサポートすることで、この課題の克服に貢献

する。UNU-INTECHは現在、技術革新のグローバル・ガ

バナンス、知識経済の設計、発展のためのイノベーショ

ン、という3つのテーマを重点に研究を行っている。

ホームページ：http://www.intech.unu.edu/

フィンランドのヘルシンキに所在する国連大学世界開

発経済研究所（UNU-WIDER）は、健全かつ公正で環境

的に持続可能な成長を達成する政策の実現をねらいとし

て、世界の貧困層の生活条件に影響する構造変革の学

際的研究と政策分析を中心とした活動を行っている。

UNU-WIDERの研究プログラムは、（1）不平等と貧困（ミ

クロ経済と分配の問題）、（2）グローバリゼーション、金

融、成長（マクロ経済的貿易・金融問題）、および、（3）開

発経済学の新たな方向性、の3つのテーマに沿うものとな

っている。

ホームページ：http://www.wider.unu.edu/

最も新しい研究・研修センターである国連大学環境・人

間安全保障研究所（UNU-EHS）は2003年12月1日、初代

所長の任命をもって正式に活動をスタートした。ドイツ

のボンに設立された同研究所は、地球環境の変化・破壊、

水質・水量の低下、避難民の発生、社会環境の悪化など、

忍びよる環境危険に対する社会と文化の脆弱がどのよう

な意味をもつかについて、重点的研究を行う予定である。

国連大学研究・研修プログラムと
その他のプログラム

近年のバイオテクノロジーの進歩を受け、ベネズエラ

のカラカスにある国連大学中南米バイオ技術プログラム

（UNU-BIOLAC）では、発展のためのバイオテクノロジー

に関するビジョンと戦略を分析し、再定義を加えている。

この分析では、ラテンアメリカ・カリブ諸国がバイオテク

ノロジーを利用し、社会のニーズと調和した発展を遂げ

る上での新たな機会を探り、その比較優位を活かすこと

に重点を置いている。主要研究領域は、バイオセーフテ

ィー、バイオインフォマティクス、バイオエシックス、ゲ

ノミクスと分子疫学である。

ホームページ：http://www.biolac.unu.edu/

ベルギーのブリュージュに所在する国連大学地域統合

比較研究プログラム（UNU-CRIS）は、地域内や地域間統

合の複雑で多面的なプロセスについて理解を深めること

をめざす。政策につながる知識を構築し、特に途上国に

おける地域統合と協力の問題に関する能力育成に貢献す

ることがねらい。2003年に2年目に入り、所内の専門知

識と外部とのネットワークをさらに発展させることに重

点的にとりくんだ。研究活動は地域統合に関わるテーマ

として、平和と安全保障、経済発展と貿易、地域・グロー

バルな文脈におけるガバナンス、アイデンティティーの4

つに分類される。

ホームページ：http://www.cris.unu.edu/

コーネル大学を拠点に活動する人間と社会の開発のた

めの国連大学食糧栄養プログラム（UNU-FNP）の役割は、

食糧・栄養の分野で活躍する途上国の研究者と研究機関・

機構の機能強化をサポートすること、世界規模でのとり

くみを必要とする研究活動を行うことと、食糧と栄養の

問題について、規制や規準とは無関係の立場から研究す

る国連機関として機能することの3点にある。
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ホームページ：http://www.unu.edu/capacitybuilding/

foodnutrition/cornell.html

アイスランドを拠点とする国連大学水産技術研修プロ

グラム（UNU-FTP）は、さまざまな水産技術分野の専門家

を対象として、大学院レベルの理論・実務研修を行ってい

る。研修ではアセスメントや開発、研究のための知識の

実用化に重きを置く。

ホームページ：http://www.hafro.is/unuftp/

同じくアイスランドを拠点とする国連大学地熱エネル

ギー利用技術研修プログラム（UNU-GTP）は、途上国と

移行経済国出身の地熱エネルギー専門家を対象に、ハイ

レベルな研修を行っている。地熱エネルギーを豊富に持

つ途上国にとって必要な、地熱エネルギー探査と開発技

術全般に通じた技術者の育成が目的。2003年、設立25周

年を迎えた。

ホームページ：http://www.os.is/id/472

ヨルダンのアンマンにある国連大学プログラム「国際リ

ーダーシップ・アカデミー」（UNU-ILA）では2003年、隣

国イラクの戦争により上級職員が一時退避を余儀なくさ

れ、内外研究者を含めた研究活動の企画運営にも支障を

きたしている中、2004年に新規発足予定のグローバルコ

ースの下地となる研究プログラムの開発に取り組んだ。

UNU-ILAは9ヵ国に及ぶ研究者ネットワークを確立して

おり、これら研究者による調査とケーススタディが今後、

グローバルコースに取り入れられる予定だ。

ホームページ：http://www.la.unu.edu/

カナダのオンタリオ州ハミルトンに位置する国連大学

水・環境・保健に関する国際ネットワーク（UNU-INWEH）

は、能力育成と研究活動を通じ、グローバルな水の問題

解決に向けた取り組みに貢献している。研究活動は5つ

あり、（1）UNU-INWEHの中核的研究機関、（2）乾燥地帯

の水管理、（3）統合的な沿岸域管理、（4）水、環境、保健

に関する研修と遠距離教育、（5）地下水と水質管理、に分

かれている。

ホームページ：http://www.inweh.unu.edu/inweh/

韓国にある持続可能のための科学と技術に関する国連

大学パイロット・プログラム（UNU-ISTS）は、（1）環境の

モニタリングとアセスメント、（2）クリーンテクノロジー

開発、（3）復旧技術の開発、という持続可能性技術の3つ

の重要な側面に重点を置いている。2003年は、本部の組

織、研究教育プログラムと長期計画の策定に重点的に取

り組んだ。

紛争解決・民族問題国際プログラム（INCORE）は、民族

問題や政治、宗教が絡む紛争の解決に役立ちうる研究と

政策関係事業を目的に、国連大学がアルスター大学と共

同で行うイニシアチブである。研究では紛争後の問題、

ガバナンスと多様性、および、暴力的社会における研究

のメソドロジーに力を入れている。

ホームページ：http://www.incore.ulst.ac.uk/

政策対話
大学本部の「平和とガバナンス」プログラムは2003年1

月、第3回EU-UNU東京グローバルフォーラム「危機にさ

らされている子どもたち－人間の安全保障に対する脅威

と子どもの権利」を開催した。東京のUNハウスで開かれ

たこの行事は、国連大学が駐日EU代表部との間に有意義

な協力を維持していることの証ともいえるだろう。フォ

ーラムは、ユニセフ及びユニセフ協会からの協力も得て、

国、地域、世界の各観点から多岐にわたる問題を検討し

た。討議の成果をさらに幅広く発信するため、報告書も

製作された。

英国外務省の独立学術機関であるウィルトンパークは

従来、重要な国際問題に関して政策重視型のハイレベル

会議を開催し、各国からさまざまな専門分野に携わる政

策実務者や専門家などのオピニオンリーダーが参加して

きた。国連大学「平和とガバナンス」プログラムはこのウ

ィルトンパークとの共催で、「グローバル化する世界にお

ける日本と東アジア」と題する会議を9月に箱根で行った

が、これはヨーロッパ以外では初のウィルトンパーク会

議となった。会議では、グローバル化時代における東ア

ジアの経済と安全保障を展望するという観点から、従来

型の安全保障問題（大量破壊兵器など）や、人間の安全保

外部ネットワーク構築
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